








要約:乳児期の育児習慣の違いが、乳幼児突然死症候群(SIDS)の死亡率に影響を与えると

考えられている。今回は、その内最も注目されている就寝時の姿勢について、SIDS で亡

くなった症例の分析を行ない、寝返りの影響について検討した。その結果、寝返りを始め

ると思われる生後 4ケ月以降では、あおむけで寝かせつけていても、死亡時にうつぶせで

発見される症例が多いことかわかり、寝返りできるか否かも、就寝時の姿勢に対する指導

上考慮する必要があると考えられた。


